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本部は、第２０回中央委員会において決定した「２０２

０春季生活闘争方針」にもとづき、本日開催した第２回地

本関連事業（輸送）担当者会議・輸送部門全国支部長会議

において、日本郵便輸送(株)および、日本郵便メンテナン

ス(株)に対する取り組みを確認した。 

輸送部門の一般取引会社の取り組みは、会社ごとの支

部・分会でそれぞれ組み立て、交渉を展開していく。 

 なお、要求書の内容については、提出後に周知する。 

 

【 輸送部門の 20 春闘要求のポイント 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当：田中） 

１．春闘要求項目は、グループ一体性を鑑み主要４社に対する統一要求を基本とし、基

準内賃金の引き上げにこだわりつつ、輸送部門の独自要求を盛り込み要求項目を組

み立て、サプライチェーン全体での底上げを追求していく。 

２．要求の組み立て 

（１）基本賃金の改善については、将来に対するモチベーション向上の観点から、特に

勤続給の改善に向けた要求交渉を展開する。 

（２）期間雇用社員の格差是正に向けた処遇改善の要求交渉を展開する。 

（３）必要な労働力の確保について、特に再雇用制度等の検討を求めていく。 

（４）勤務時間等の把握に努め、時間外労働および拘束時間の縮減を求めていく。 

（５）法令順守の徹底を求めていく。 

第※号 
2020 年          

2 月 18 日 

第５号 
2020 年     

2 月１８日（火） 
春 闘 ＮＯＷ （運動編） 

 「集い、聴き、話し、行動する」で                  

２０２０春闘を闘い抜こう！ 


